
(57)【要約】

【課題】本発明の課題は、電源の消耗を少なくして携帯

に好適し、体の異常信号を自動的に検知し、複数の無線

方式により信号を自動発信し、携帯電話等を媒体として

自動的に緊急通信・連絡をする人体異常検知通信方法を

提供することにある。

【解決手段】本発明は、人体の側頭筋の動きを検知した

後、人体の脳波の異常を検知するか、あるいは人体の体

温・湿度の異常を検知するか、あるいは異常音を検知す

るかの少なくともいずれか１つを検知し、その後、人体

の血中酸素濃度あるいは炭酸ガス発生量を測定して血中

酸素濃度あるいは炭酸ガス発生量が所定値以上のときに

無線信号を発信することを特徴とする。

【選択図】　　図１
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【 特 許 請 求 の 範 囲 】
【 請 求 項 １ 】
人 体 の 側 頭 筋 の 動 き を 検 知 す る 側 頭 筋 検 知 ス テ ッ プ と 、
前 記 側 頭 筋 検 知 ス テ ッ プ で 側 頭 筋 の 動 き を 検 知 し た 後 、 人 体 の 脳 波 の 異 常 を 検 知 す る か 、
あ る い は 人 体 の 体 温 ・ 湿 度 の 異 常 を 検 知 す る か 、 あ る い は 異 常 音 を 検 知 す る か の 少 な く と
も い ず れ か １ つ を 検 知 す る 異 常 検 知 ス テ ッ プ と 、
前 記 異 常 検 知 ス テ ッ プ で 脳 波 あ る い は 体 温 ・ 湿 度 あ る い は 音 の 異 常 を 検 知 し た 後 、 人 体 の
血 中 酸 素 濃 度 あ る い は 炭 酸 ガ ス 発 生 量 を 測 定 す る 測 定 ス テ ッ プ と 、
前 記 測 定 ス テ ッ プ で 測 定 し た 血 中 酸 素 濃 度 あ る い は 炭 酸 ガ ス 発 生 量 が 所 定 値 以 上 の と き に
無 線 信 号 を 発 信 す る 無 線 信 号 発 信 ス テ ッ プ と
よ り な る こ と を 特 徴 と す る 人 体 異 常 検 知 通 信 方 法 。
【 請 求 項 ２ 】
人 体 の 側 頭 筋 の 動 き を 検 知 す る 側 頭 筋 セ ン サ と 、
前 記 側 頭 筋 セ ン サ で 側 頭 筋 の 動 き を 検 知 す る と 電 源 が 入 り 人 体 の 脳 波 の 異 常 を 検 知 す る 脳
波 検 知 計 、 あ る い は 人 体 の 体 温 ・ 湿 度 の 異 常 を 検 知 す る 体 温 ・ 湿 度 検 知 器 、 あ る い は 異 常
音 を 検 知 す る 騒 音 検 知 器 と 、
前 記 脳 波 検 知 計 あ る い は 体 温 ・ 湿 度 検 知 器 あ る い は 騒 音 検 知 器 の う ち の 少 な く と も い ず れ
か １ つ か ら 異 常 を 検 知 す る と 電 源 が 入 り 人 体 の 血 中 酸 素 濃 度 を 測 定 す る 血 中 酸 素 濃 度 測 定
器 あ る い は 人 体 の 炭 酸 ガ ス 発 生 量 を 測 定 す る 炭 酸 ガ ス 発 生 検 知 器 と 、
前 記 血 中 酸 素 濃 度 測 定 器 あ る い は 炭 酸 ガ ス 発 生 検 知 器 で 測 定 し た 測 定 値 が 所 定 以 上 の と き
異 常 と 判 断 す る 演 算 処 理 回 路 と 、
前 記 演 算 処 理 回 路 で 異 常 と 判 断 し た と き 無 線 信 号 を 発 信 す る 信 号 発 生 器 と
を 具 備 す る こ と を 特 徴 と す る 人 体 異 常 検 知 通 信 端 末 。
【 請 求 項 ３ 】
側 頭 筋 セ ン サ 、 脳 波 検 知 計 、 体 温 ・ 湿 度 検 知 器 、 騒 音 検 知 器 、 血 中 酸 素 濃 度 測 定 器 、 炭 酸
ガ ス 発 生 検 知 器 、 演 算 処 理 回 路 、 お よ び 信 号 発 生 器 を 人 体 の 頭 部 に 装 着 す る こ と を 特 徴 と
す る 請 求 項 ２ 記 載 の 人 体 異 常 検 知 通 信 端 末 。
【 請 求 項 ４ 】
側 頭 筋 セ ン サ 、 脳 波 検 知 計 、 体 温 ・ 湿 度 検 知 器 、 騒 音 検 知 器 、 血 中 酸 素 濃 度 測 定 器 、 炭 酸
ガ ス 発 生 検 知 器 、 演 算 処 理 回 路 、 お よ び 信 号 発 生 器 を バ ン ド に 取 り 付 け て 人 体 の 頭 部 に 装
着 す る こ と を 特 徴 と す る 請 求 項 ２ 記 載 の 人 体 異 常 検 知 通 信 端 末 。
【 請 求 項 ５ 】
側 頭 筋 セ ン サ 、 脳 波 検 知 計 、 体 温 ・ 湿 度 検 知 器 、 騒 音 検 知 器 、 血 中 酸 素 濃 度 測 定 器 、 炭 酸
ガ ス 発 生 検 知 器 、 演 算 処 理 回 路 、 お よ び 信 号 発 生 器 を 帽 子 に 取 り 付 け て 人 体 の 頭 部 に 装 着
す る こ と を 特 徴 と す る 請 求 項 ２ 記 載 の 人 体 異 常 検 知 通 信 端 末 。
【 請 求 項 ６ 】
柔 軟 性 の 導 電 体 で 円 錐 筒 状 に 形 成 さ れ た セ ン サ 本 体 と 、
前 記 セ ン サ 本 体 の 開 口 部 に 絶 縁 体 を 介 在 し て 取 り 付 け ら れ る 導 電 体 で 形 成 さ れ た 蓋 体 と 、
前 記 セ ン サ 本 体 内 に 移 動 自 在 に 挿 入 さ れ る 導 電 体 で 形 成 さ れ た 球 状 の 可 動 体 と を 有 し 、
前 記 可 動 体 が 前 記 蓋 体 に 接 触 し て い な い 状 態 で は 、 前 記 絶 縁 体 に よ り 前 記 セ ン サ 本 体 と 前
記 蓋 体 は 電 気 的 に 非 導 通 で あ り 、 人 体 の 側 頭 筋 の 動 き で 前 記 セ ン サ 本 体 の 外 面 が 押 さ れ 、
前 記 可 動 体 が 移 動 し て 前 記 セ ン サ 本 体 と 前 記 蓋 体 が 前 記 可 動 体 に よ り 電 気 的 に 導 通 す る こ
と を 特 徴 と す る 側 頭 筋 動 作 検 出 器 。
【 請 求 項 ７ 】
中 央 凹 部 外 面 に 一 方 の 電 極 が 設 け ら れ る 略 Ｍ 字 状 の 第 １ の 部 材 と 、
前 記 第 １ の 部 材 の 外 側 に 微 小 間 隔 を お い て 重 ね る よ う に し て 設 け ら れ 、 中 央 凹 部 内 面 に 他
方 の 電 極 が 設 け ら れ る 略 Ｍ 字 状 の 第 ２ の 部 材 と を 有 し 、
前 記 第 １ の 部 材 お よ び 前 記 第 ２ の 部 材 が 人 体 の 側 頭 筋 の 動 き で 押 さ れ 前 記 一 方 の 電 極 と 前
記 他 方 の 電 極 が 接 触 し て 電 気 的 に 導 通 す る こ と を 特 徴 と す る 側 頭 筋 動 作 検 出 器 。
【 請 求 項 ８ 】
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一 部 が 開 口 し た 筐 体 と 、
前 記 筐 体 内 に 設 け ら れ た 柔 軟 性 材 料 よ り な る パ ッ ケ ー ジ 内 に オ イ ル が 充 填 さ れ た 可 動 部 材
と 、
前 記 可 動 部 材 と 接 触 す る 位 置 に 設 け ら れ た 圧 電 素 子 と を 有 し 、
前 記 可 動 部 材 が 人 体 の 側 頭 筋 の 動 き で 押 さ れ て 前 記 圧 電 素 子 を 押 圧 し て 電 圧 を 発 生 す る こ
と を 特 徴 と す る 側 頭 筋 動 作 検 出 器 。
【 請 求 項 ９ 】
一 部 が 開 口 し た 筐 体 と 、
前 記 筐 体 内 に 設 け ら れ た 柔 軟 性 材 料 よ り な る パ ッ ケ ー ジ 内 に オ イ ル が 充 填 さ れ た 円 錐 状 の
可 動 部 材 と 、
前 記 可 動 部 材 の 尖 っ た 頂 上 部 と 接 触 す る 位 置 に 設 け ら れ た 圧 電 素 子 と を 有 し 、
前 記 可 動 部 材 の 底 面 が 人 体 の 側 頭 筋 の 動 き で 押 さ れ 、 前 記 可 動 部 材 の 尖 っ た 頂 上 部 で 前 記
圧 電 素 子 を 押 圧 し て 電 圧 を 発 生 す る こ と を 特 徴 と す る 側 頭 筋 動 作 検 出 器 。
【 請 求 項 １ ０ 】
側 頭 筋 セ ン サ と し て 請 求 項 ６ ～ ９ の い ず れ か １ 項 記 載 の 側 頭 筋 動 作 検 出 器 を 用 い る こ と を
特 徴 と す る 請 求 項 ２ ～ ５ の い ず れ か １ 項 記 載 の 人 体 異 常 検 知 通 信 端 末 。
【 発 明 の 詳 細 な 説 明 】
【 ０ ０ ０ １ 】
【 発 明 の 属 す る 技 術 分 野 】
本 発 明 は 、 例 え ば 聾 唖 者 や 身 体 障 害 者 な ど 言 葉 が き ち ん と 話 せ な い 人 が 、 事 件 や 事 故 に 巻
き 込 ま れ て 声 が 出 せ ず に 助 け を 求 め る 場 合 な ど 、 言 葉 や 動 作 で 緊 急 事 態 を 速 や か に 伝 え る
こ と が で き な い 人 の た め に 用 い て 好 適 す る 人 体 異 常 検 知 通 信 方 法 及 び 人 体 異 常 検 知 通 信 端
末 並 び に 側 頭 筋 動 作 検 出 器 に 関 す る も の で あ る 。
【 ０ ０ ０ ２ 】
【 従 来 の 技 術 】
従 来 、 特 許 文 献 １ と し て 人 体 異 常 検 知 通 信 端 末 が あ る 。 こ れ は 、 人 体 が 意 識 無 く 倒 れ た 場
合 や 、 川 や 浴 槽 に 落 ち て 溺 れ た 場 合 に 、 意 識 の 無 い 人 間 に 代 わ っ て 人 体 の 異 常 を 自 動 的 に
判 断 す る も の で あ る 。 こ の た め 、 不 意 に 意 識 が 無 く 自 分 で 動 く こ と も 、 異 常 を 通 知 す る こ
と も で き な い 人 の 場 合 に 有 効 で あ る 。
【 ０ ０ ０ ３ 】
図 １ １ は 従 来 の 特 許 文 献 １ に 係 る 人 体 異 常 検 知 通 信 端 末 を 示 す 構 成 説 明 図 で あ る 。 図 中 、
Ａ は 水 分 吸 収 検 知 器 、 Ｂ は 人 体 装 着 検 知 器 、 Ｃ は 傾 斜 検 知 器 、 Ｄ は 人 体 異 常 判 断 検 知 器 、
Ｅ は 減 算 器 ・ 信 号 変 換 ・ 信 号 増 幅 器 ・ 比 較 器 等 の 回 路 、 Ｆ １ ， Ｆ ２ は 電 池 、 Ｇ は 信 号 発 信
器 （ 腕 時 計 式 携 帯 電 話 の 実 例 あ り ） 、 Ｈ は 手 動 ス イ ッ チ （ 手 動 送 信 ス イ ッ チ ） 、 Ｉ は 無 線
信 号 、 Ｊ は 緊 急 信 号 、 Ｋ は 家 庭 内 電 話 ・ 携 帯 電 話 ・ Ｐ Ｈ Ｓ 等 、 Ｌ は 自 動 転 送 、 Ｍ は 家 族 ・
親 類 等 、 Ｎ は １ １ ９ 番 、 Ｏ は 緊 急 通 報 シ ス テ ム 、 Ｑ は し き い 値 、 Ｔ は タ イ マ ー 、 Ｕ は リ セ
ッ ト で あ る 。 緊 急 時 の 人 体 異 常 状 態 を 判 断 し た 時 に 、 特 定 周 波 数 の 無 線 で 身 近 な 家 庭 内 電
話 ・ 携 帯 電 話 ・ Ｐ Ｈ Ｓ 等 Ｋ の 端 末 局 に 優 先 的 に 信 号 を 送 る も の で あ る 。 そ れ を 受 信 し た 家
庭 内 電 話 ・ 携 帯 電 話 ・ Ｐ Ｈ Ｓ 等 Ｋ の 端 末 は 登 録 さ れ た 家 族 ・ 親 類 等 Ｍ の 緊 急 通 報 者 へ 電 話
回 線 で 異 常 を 通 知 す る 端 末 で あ る 。 異 常 発 信 し て い る 場 所 を 検 索 す る 方 法 は 現 在 の 技 術 と
し て 確 立 さ れ て い る 。 意 識 無 く 倒 れ た 場 合 の 異 常 信 号 を 家 庭 内 電 話 ・ 携 帯 電 話 ・ Ｐ Ｈ Ｓ 等
Ｋ に 送 り 緊 急 連 絡 す る 手 段 と し て 、 高 齢 化 社 会 に 貢 献 す る た め の 人 体 異 常 検 知 通 信 端 末 で
あ る 。 特 に 、 人 体 （ 生 体 ） 異 常 判 断 の 基 本 は 難 し い が 、 一 般 的 に は パ ル ス オ キ シ メ ー タ の
動 作 原 理 を 用 い る 事 が 重 要 で あ る が 、 判 断 す る た め に は 、 シ ス テ ム 全 体 は 必 要 が 無 い 。 発
光 部 と 受 光 部 の 信 号 の み を し き い 値 設 定 し て １ ｏ ｒ ０ の 判 断 信 号 と す る 事 が 最 も 重 要 な 事
で あ る 。 一 般 的 な パ ル ス オ キ シ メ ー タ の 判 断 デ ー タ は 以 下 の と お り で あ る 。
【 ０ ０ ０ ４ 】
１ ） チ ア ノ ー ゼ 発 生 （ 動 脈 血 中 酸 素 分 圧 ： Ｐ ａ Ｏ ２ 　 ） … 判 断 基 準 値
パ ル ス オ キ シ メ ー タ で Ｈ Ｐ 酸 素 飽 和 度 Ｓ ａ Ｏ ２ 　 ８ ０ ％ ， Ｐ ａ Ｏ ２ 　 ４ ５ ％ の 時 に 発 生 等
の 症 状 が で た 場 合 は 、 危 険 率 ９ ０ ％ 以 上 の 状 態 と 判 断 さ れ る 。

10

20

30

40

50

(3) JP 2004-258761 A 2004.9.16



【 ０ ０ ０ ５ 】
人 体 異 常 の 判 断 基 準 と し て 、 ▲ １ ▼ 水 分 浸 透 時 の 変 化 を 検 知 す る 水 分 吸 収 検 知 器 Ａ と 、 人
体 が 装 着 し て い る 事 を 確 認 す る た め の 人 体 装 着 検 知 器 Ｂ （ 体 温 等 に よ っ て 人 体 が 動 作 し て
い る 生 体 情 報 を チ ェ ッ ク す る 為 の 検 知 器 ） が あ る 。 ま た 、 ▲ ２ ▼ 人 体 の 異 常 時 に 継 続 的 に
傾 斜 し て い る 事 を 検 知 す る 傾 斜 検 知 器 Ｃ と 人 体 装 着 検 知 器 Ｂ の 構 成 に よ り 、 人 体 の 一 部 へ
の 装 着 が 確 認 さ れ た 時 に 動 作 す る 。
【 ０ ０ ０ ６ 】
前 記 ▲ １ ▼ ま た は ▲ ２ ▼ に 該 当 す る ２ つ の 検 知 器 の ど ち ら か が 動 作 し た 場 合 、 ま た は 、 異
常 信 号 を も た ら し た 場 合 に 、 装 着 者 の 人 体 （ 生 体 ） 情 報 （ 血 中 ヘ モ グ ロ ビ ン 量 ） を 自 動 的
に 測 定 す る 人 体 異 常 判 断 検 知 器 Ｄ が 動 作 す る 。 発 光 ダ イ オ ー ド の 発 光 量 と 人 体 の 血 管 の 一
部 を 透 過 し た 後 の 可 視 光 と 赤 外 光 の 受 光 量 を 受 光 ダ イ オ ー ド で 受 光 し 、 信 号 変 換 ・ 信 号 増
幅 器 Ｅ で 電 気 信 号 に 変 換 し て 増 幅 し た 後 、 減 算 器 Ｅ で 減 算 す る 。 こ の 減 算 値 が 比 較 器 Ｅ で
比 較 し て し き い 値 よ り 大 き け れ ば 異 常 情 報 （ Ｙ Ｅ Ｓ ） と し て 信 号 発 信 器 Ｇ に 電 気 信 号 で 伝
え る 。 信 号 発 信 器 Ｇ は 異 常 信 号 が あ れ ば 家 庭 内 電 話 ・ 携 帯 電 話 ・ Ｐ Ｈ Ｓ 等 Ｋ に 無 線 信 号 Ｉ
で 送 り 、 家 庭 内 電 話 ・ 携 帯 電 話 ・ Ｐ Ｈ Ｓ 等 Ｋ は 家 族 ・ 親 類 等 Ｍ に 自 動 転 送 Ｌ す る 。 尚 、 緊
急 信 号 検 知 時 は １ １ ９ 番 Ｎ も し く は 緊 急 通 報 シ ス テ ム （ セ キ ュ リ テ イ ー 回 線 ） Ｏ に 自 動 転
送 Ｌ す る 。 人 体 異 常 検 知 通 信 端 末 は 人 体 装 着 用 を 目 的 と し 、 例 え ば １ ０ ～ １ ５ ｍ ｍ 等 の 軽
量 化 ・ 小 型 化 （ 補 聴 器 に 内 蔵 可 能 な 大 き さ ） す る 事 を 対 象 と し た 人 体 装 着 用 緊 急 通 信 ・ 通
報 を 最 優 先 す る 自 動 判 断 す る 事 を 特 徴 と し た 人 体 異 常 検 知 通 信 端 末 で あ る 。
【 ０ ０ ０ ７ 】
な お 、 先 行 技 術 文 献 と し て 特 許 文 献 ２ も あ る 。
【 ０ ０ ０ ８ 】
【 特 許 文 献 １ 】
特 開 ２ ０ ０ １ － ９ ３ ０ ６ ８ 号 公 報 。
【 ０ ０ ０ ９ 】
【 特 許 文 献 ２ 】
特 開 平 ４ － １ ８ ２ ８ ９ ８ 号 公 報 。
【 ０ ０ １ ０ 】
【 発 明 が 解 決 し よ う と す る 課 題 】
し か し な が ら 、 特 許 文 献 １ の 人 体 異 常 検 知 通 信 端 末 で は 、 意 識 が 無 く な る ま で で な く と も
、 人 体 に 異 常 が 生 じ た 時 に 、 そ の こ と を 速 や か に 判 断 し 、 通 知 す る た め に は 充 分 で は な か
っ た 。 一 般 的 に は 、 言 語 で 伝 え た り 、 動 作 で 伝 え る の が 普 通 で あ る た め に 、 携 帯 電 話 の 普
及 や Ｐ Ｈ Ｓ の 普 及 が 盛 ん で あ り 、 普 通 の 人 対 象 の 開 発 は 売 れ る の で 、 多 く の 装 置 が 開 発 さ
れ て い る 。 そ の 反 面 、 身 体 障 害 者 や 聾 唖 者 の よ う に 、 普 通 に 生 活 で き る 人 に 言 葉 や 動 作 で
、 緊 急 情 報 を 速 や か に 伝 え る こ と が で き な い 人 達 の 効 率 の 良 い 端 末 の 開 発 は 非 常 に 遅 れ て
お り 、 手 付 か ず の 場 合 が 多 い 。
【 ０ ０ １ １ 】
こ の た め 、 こ の よ う な 人 達 の 意 識 「 頭 脳 の 脳 波 や 顔 の 表 情 の 動 き 」 の 中 か ら 、 非 常 時 の 意
識 を 判 断 し 、 異 常 事 態 を 自 動 的 に 判 断 し た 場 合 に 、 近 く の 携 帯 電 話 や Ｐ Ｈ Ｓ を 媒 体 と し て
、 緊 急 連 絡 し た い 相 手 に 自 動 発 信 で き る も の が 世 の 中 に 無 い の が 現 状 で あ る 。
【 ０ ０ １ ２ 】
本 発 明 は 上 記 の 事 情 に 鑑 み て な さ れ た も の で 、 電 源 の 消 耗 を 少 な く し て 携 帯 に 好 適 し 、 言
葉 や 動 作 で 、 人 体 の 異 常 を 言 わ な く て も 、 体 の 異 常 信 号 を 自 動 的 に 検 知 し 、 複 数 の 無 線 方
式 に よ り 信 号 を 自 動 発 信 し 、 携 帯 電 話 等 を 媒 体 と し て 自 動 的 に 緊 急 通 信 ・ 連 絡 を す る 人 体
異 常 検 知 通 信 方 法 及 び 人 体 異 常 検 知 通 信 端 末 並 び 側 頭 筋 動 作 検 出 器 を 提 供 す る こ と を 目 的
と す る 。
【 ０ ０ １ ３ 】
【 課 題 を 解 決 す る た め の 手 段 】
上 記 目 的 を 達 成 す る た め に 本 発 明 の 人 体 異 常 検 知 通 信 方 法 は 、 人 体 の 側 頭 筋 の 動 き を 検 知
す る 側 頭 筋 検 知 ス テ ッ プ と 、 前 記 側 頭 筋 検 知 ス テ ッ プ で 側 頭 筋 の 動 き を 検 知 し た 後 、 人 体
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の 脳 波 の 異 常 を 検 知 す る か 、 あ る い は 人 体 の 体 温 ・ 湿 度 の 異 常 を 検 知 す る か 、 あ る い は 異
常 音 を 検 知 す る か の 少 な く と も い ず れ か １ つ を 検 知 す る 異 常 検 知 ス テ ッ プ と 、 前 記 異 常 検
知 ス テ ッ プ で 脳 波 あ る い は 体 温 ・ 湿 度 あ る い は 音 の 異 常 を 検 知 し た 後 、 人 体 の 血 中 酸 素 濃
度 あ る い は 炭 酸 ガ ス 発 生 量 を 測 定 す る 測 定 ス テ ッ プ と 、 前 記 測 定 ス テ ッ プ で 測 定 し た 血 中
酸 素 濃 度 あ る い は 炭 酸 ガ ス 発 生 量 が 所 定 値 以 上 の と き に 無 線 信 号 を 発 信 す る 無 線 信 号 発 信
ス テ ッ プ と よ り な る こ と を 特 徴 と す る 。
【 ０ ０ １ ４ 】
ま た 本 発 明 の 人 体 異 常 検 知 通 信 端 末 は 、 人 体 の 側 頭 筋 の 動 き を 検 知 す る 側 頭 筋 セ ン サ と 、
前 記 側 頭 筋 セ ン サ で 側 頭 筋 の 動 き を 検 知 す る と 電 源 が 入 り 人 体 の 脳 波 の 異 常 を 検 知 す る 脳
波 検 知 計 、 あ る い は 人 体 の 体 温 ・ 湿 度 の 異 常 を 検 知 す る 体 温 ・ 湿 度 検 知 器 、 あ る い は 異 常
音 を 検 知 す る 騒 音 検 知 器 と 、 前 記 脳 波 検 知 計 あ る い は 体 温 ・ 湿 度 検 知 器 あ る い は 騒 音 検 知
器 の う ち の 少 な く と も い ず れ か １ つ か ら 異 常 を 検 知 す る と 電 源 が 入 り 人 体 の 血 中 酸 素 濃 度
を 測 定 す る 血 中 酸 素 濃 度 測 定 器 あ る い は 人 体 の 炭 酸 ガ ス 発 生 量 を 測 定 す る 炭 酸 ガ ス 発 生 検
知 器 と 、 前 記 血 中 酸 素 濃 度 測 定 器 あ る い は 炭 酸 ガ ス 発 生 検 知 器 で 測 定 し た 測 定 値 が 所 定 以
上 の と き 異 常 と 判 断 す る 演 算 処 理 回 路 と 、 前 記 演 算 処 理 回 路 で 異 常 と 判 断 し た と き 無 線 信
号 を 発 信 す る 信 号 発 生 器 と
を 具 備 す る こ と を 特 徴 と す る も の で あ る 。
【 ０ ０ １ ５ 】
【 発 明 の 実 施 の 形 態 】
以 下 図 面 を 参 照 し て 本 発 明 の 実 施 の 形 態 例 を 詳 細 に 説 明 す る 。
【 ０ ０ １ ６ 】
図 １ は 本 発 明 の 実 施 形 態 例 を 示 す 構 成 説 明 図 で あ る 。 図 に お い て 、 １ １ は 人 体 の 側 頭 筋 の
動 き を 検 知 す る 側 頭 筋 セ ン サ （ 人 体 頭 部 表 面 異 常 検 知 部 ） 、 １ ２ は 脳 波 の 異 常 を 検 知 す る
脳 波 検 知 計 、 １ ３ は 人 体 の 体 温 お よ び 人 体 表 面 の 湿 度 を 検 知 す る 体 温 ・ 湿 度 検 知 器 、 １ ４
は 叫 び 声 な ど の 大 き な 音 を 検 知 す る 騒 音 検 知 器 、 １ ５ は 体 温 ・ 湿 度 検 知 器 で 検 知 さ れ る 体
温 ま た は 湿 度 の 急 変 を 判 断 す る た め の 時 間 を 設 定 す る タ イ マ ー 、 １ ６ は 人 体 の 血 中 酸 素 濃
度 を 測 定 す る 血 中 酸 素 濃 度 測 定 器 又 は 人 体 か ら の 炭 酸 ガ ス 発 生 量 を 測 定 す る 炭 酸 ガ ス 発 生
検 知 器 、 １ ７ は 血 中 酸 素 濃 度 測 定 器 又 は 炭 酸 ガ ス 発 生 検 知 器 １ ６ を 動 作 さ せ て 測 定 さ れ た
血 中 酸 素 濃 度 あ る い は 炭 酸 ガ ス 発 生 量 を し き い 値 と 比 較 す る 等 の 演 算 処 理 を し て 異 常 を 判
断 す る 減 算 器 ・ 信 号 変 換 器 ・ 信 号 増 幅 器 ・ 比 較 器 等 よ り な る 演 算 処 理 回 路 、 １ ８ は 演 算 処
理 回 路 １ ７ の 電 源 用 電 池 、 １ ９ は 演 算 処 理 回 路 １ ７ で 用 い る し き い 値 、 ２ ０ は 演 算 処 理 回
路 １ ７ で 異 常 と 判 断 し た 信 号 が あ れ ば 電 波 あ る い は 赤 外 線 等 の 無 線 信 号 を 発 信 す る 電 源 用
電 池 で 動 作 す る 信 号 発 生 器 、 ２ １ は 意 識 が あ っ て 助 け を 呼 ぶ 場 合 等 に 手 動 で 操 作 し て 信 号
発 生 器 ２ ０ か ら 電 波 あ る い は 赤 外 線 等 の 無 線 信 号 を 発 信 す る 手 動 ス イ ッ チ 、 ２ ２ は 信 号 発
生 器 ２ ０ か ら の 無 線 信 号 を 受 信 す る 機 能 を 備 え た 家 庭 内 電 話 、 携 帯 電 話 、 あ る い は Ｐ Ｈ Ｓ
等 の 電 話 装 置 、 ２ ３ は 信 号 発 生 器 ２ ０ か ら 無 線 信 号 を 受 信 し た 電 話 装 置 ２ ２ か ら 自 動 転 送
さ れ る 家 族 ・ 親 類 等 の 連 絡 先 電 話 装 置 、 ２ ４ は 連 絡 先 電 話 装 置 ２ ３ が 応 答 で き な い 場 合 に
自 動 転 送 さ れ る １ １ ９ 番 通 報 や 緊 急 通 報 シ ス テ ム （ セ キ ュ リ テ ィ ー 回 路 ） 電 話 装 置 で あ る
。
【 ０ ０ １ ７ 】
す な わ ち 、 初 期 状 態 で は 側 頭 筋 セ ン サ １ １ に の み 電 源 が 入 れ ら れ て い る 。 顎 が 動 い て 奥 歯
に 力 が 加 え ら れ る と 側 頭 筋 が 動 作 し て 皮 膚 の 表 面 が 変 化 す る 。 側 頭 筋 セ ン サ １ １ で 側 頭 筋
の 動 作 を 検 知 す る と 、 側 頭 筋 セ ン サ １ １ か ら の 検 知 信 号 が 脳 波 検 知 計 １ ２ 、 体 温 ・ 湿 度 検
知 器 １ ３ 、 騒 音 検 知 器 １ ４ に そ れ ぞ れ 加 え ら れ 、 脳 波 検 知 計 １ ２ 、 体 温 ・ 湿 度 検 知 器 １ ３
、 騒 音 検 知 器 １ ４ の 電 源 が オ ン し て 測 定 を 実 行 す る 。 脳 波 検 知 計 １ ２ 、 体 温 ・ 湿 度 検 知 器
１ ３ 、 騒 音 検 知 器 １ ４ の う ち の 少 な く と も い ず れ か １ つ で 異 常 を 検 知 し た 場 合 に 、 検 知 信
号 が 血 中 酸 素 濃 度 測 定 器 又 は 炭 酸 ガ ス 発 生 検 知 器 １ ６ に 加 え ら れ 、 血 中 酸 素 濃 度 測 定 器 又
は 炭 酸 ガ ス 発 生 検 知 器 １ ６ の 電 源 が オ ン し て 動 作 を 開 始 し て 血 中 酸 素 濃 度 あ る い は 炭 酸 ガ
ス 発 生 量 を 測 定 す る 。 血 中 酸 素 濃 度 測 定 器 又 は 炭 酸 ガ ス 発 生 検 知 器 １ ６ か ら の 測 定 値 は 演
算 処 理 回 路 １ ７ に 加 え ら れ 、 演 算 処 理 回 路 １ ７ で は 電 池 １ ８ を 電 源 と し て 測 定 値 の 血 中 酸
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素 濃 度 あ る い は 炭 酸 ガ ス 発 生 量 を し き い 値 １ ９ と 比 較 す る 等 の 演 算 処 理 を し て 異 常 を 判 断
す る 。 演 算 処 理 回 路 １ ７ で 異 常 と 判 断 し た 時 に 電 池 １ ８ を 電 源 と す る 信 号 発 生 器 ２ ０ を 動
作 さ せ て 電 波 、 赤 外 線 等 の 無 線 信 号 を 発 信 す る 。 信 号 発 生 器 ２ ０ か ら 発 信 さ れ た 無 線 信 号
は 家 庭 内 電 話 、 携 帯 電 話 、 あ る い は Ｐ Ｈ Ｓ 等 の 電 話 装 置 ２ ２ で 受 信 さ れ 、 １ ０ ｍ 以 内 の 近
く に あ る 家 族 ・ 親 類 等 へ 知 ら せ る た め に 連 絡 先 電 話 装 置 ２ ３ に 自 動 転 送 さ れ る 。 連 絡 先 電
話 装 置 ２ ３ が 応 答 で き な い 場 合 に は １ １ ９ 番 通 報 や 緊 急 通 報 シ ス テ ム （ セ キ ュ リ テ ィ ー 回
路 ） 電 話 装 置 ２ ４ に 自 動 転 送 さ れ る 。
【 ０ ０ １ ８ 】
こ れ ら に つ い て は 、 専 用 Ｌ Ｓ Ｉ を 導 入 す れ ば 、 携 帯 電 話 に Ｌ Ｓ Ｉ を 埋 め 込 む だ け で 送 受 信
が 可 能 と な る 。
【 ０ ０ １ ９ 】
ま た 、 信 号 発 生 器 ２ ０ の 送 信 信 号 も 例 え ば ブ ル ー ト ウ ー ス と 呼 ば れ て い る 無 線 方 式 と 赤 外
線 方 式 の ２ つ の 通 信 方 式 を 用 い れ ば 、 両 者 と も 免 許 無 し で 信 号 の 発 信 が 可 能 で あ る 。 ま た
、 無 線 と な る た め 、 電 話 回 線 の よ う な 使 用 料 は 不 要 と な る 。
【 ０ ０ ２ ０ 】
上 記 の 状 況 を 人 の 顔 の 表 情 や 人 体 の 脳 波 や 、 体 温 ・ 湿 度 の 関 係 や 異 常 音 の 発 生 状 況 を 自 動
的 に 判 断 し 、 最 終 的 に 、 緊 急 通 報 シ ス テ ム （ セ キ ュ リ テ ィ ー 回 線 ） に 連 絡 を し 、 災 難 に 合
っ て い る 人 を 早 期 に 助 け る こ と が 可 能 と な る 。
【 ０ ０ ２ １ 】
図 ２ （ ａ ） ， （ ｂ ） （ 引 用 ｈ ｔ ｔ ｐ ： ／ ／ ｗ ｗ ｗ ５ ａ ． ｂ ｉ ｇ ｌ ｏ ｂ ｅ ． ｎ ｅ ． ｊ ｐ ／ ｍ
ｉ ｕ ｒ ａ － ｄ ｃ ／ ｔ ｍ ｄ ／ ｃ ｏ ｎ ｔ ｅ ｎ ｔ ｓ ． ｈ ｔ ｍ ｌ ） は 人 体 の 頭 部 側 頭 筋 と 下 顎 関 節
を 示 す 説 明 図 で あ り 、 （ ａ ） は 人 体 の 頭 部 全 体 を 示 し 、 （ ｂ ） は 顎 関 節 部 を 拡 大 し て 示 す
。 す な わ ち 、 顎 関 節 ３ １ は 下 顎 ３ ２ を 動 か す た め の 関 節 で 、 耳 の す ぐ 前 に あ り 、 頭 の 骨 の
く ぼ み （ 側 頭 骨 ： 下 顎 窩 ３ ３ ） と 下 顎 の 丸 い 突 起 （ 下 顎 骨 ： 下 顎 頭 ３ ４ ） か ら な る 。 耳 の
前 に 指 を 当 て て 、 大 き く 口 を 開 け る と 動 く の が わ か る 。 口 を 開 け て い く と 、 ま ず 下 顎 頭 ３
４ が 回 転 し 、 次 第 に 下 顎 窩 ３ ３ に 沿 っ て 前 方 へ 滑 り 出 し て い く 。 下 顎 頭 ３ ４ と 下 顎 窩 ３ ３
の 間 に は 関 節 円 板 ３ ８ と い う ク ッ シ ョ ン が あ り 、 動 き を ス ム ー ス に す る こ と と 、 圧 力 を 吸
収 す る 役 割 を し て い る 。 下 顎 ３ ２ を 動 か し て い る の は 、 こ め か み ３ ５ に あ る 側 頭 筋 ３ ６ 、
頬 の 部 分 の 咬 筋 ３ ７ な ど 顎 の ま わ り に つ い て い る 咀 嚼 筋 と 呼 ば れ る 筋 肉 で あ る 。 顎 関 節 ３
１ は こ の よ う な 多 く の 構 造 物 が 協 調 し た 動 き を す る こ と に よ り 、 話 し た り 、 食 べ た り な ど
の 複 雑 な 運 動 が で き る よ う に な っ て い る 。 し た が っ て 、 奥 歯 に 力 を 加 え た 場 合 に は 、 下 顎
頭 ３ ４ が 動 き 、 関 節 円 板 ３ ８ と い う ク ッ シ ョ ン を 圧 迫 し 、 側 頭 筋 ３ ６ を 圧 迫 し 、 皮 膚 表 面
に 対 し 、 凹 凸 の 動 き を 与 え る 。
【 ０ ０ ２ ２ 】
図 ３ （ 引 用 ： 時 田 喬 、 鈴 木 淳 一 、 曽 田 豊 二 　 編 「 神 経 耳 科 学 」 第 Ｉ 巻 　 図 Ｉ － １ ４ ７ ） は
人 体 の 頭 部 側 頭 筋 と 耳 と の 位 置 関 係 を 示 す 断 面 図 で あ る 。 す な わ ち 、 耳 介 ４ １ の 近 傍 上 部
に 側 頭 筋 ４ ２ が あ る 。 ４ ３ は 鼓 膜 で あ る 。
【 ０ ０ ２ ３ 】
図 ４ は 人 体 の 頭 部 側 頭 筋 と 奥 歯 の 力 の 加 わ り 方 と 筋 肉 の 動 き を 示 す 説 明 図 で あ る 。 す な わ
ち 、 ａ １ 及 び ａ ２ は 奥 歯 ５ ３ に 圧 力 が 加 わ っ た 時 に 発 生 す る 力 の 方 向 、 ｂ は ａ １ 及 び ａ ２

か ら 受 け た 力 の 方 向 で あ る 。 具 体 的 に は 、 口 を 閉 じ た ま ま の 場 合 、 奥 歯 ５ ３ に 力 が 入 る と
顎 関 節 ５ １ の 下 顎 頭 に 力 が 加 わ り 、 こ め か み 部 の 側 頭 筋 ５ ２ が 動 く 、 奥 歯 ５ ３ に 力 を 入 れ
た り 、 緩 め た り す る と 、 側 頭 筋 ５ ２ が 上 下 す る 。 表 情 筋 の 動 き に 伴 い 、 顎 か ら こ め か み に
か け て 皮 膚 が 微 妙 に 動 く 。 口 を あ け た ま ま の 状 態 で は 、 側 頭 筋 ５ ２ は 動 か な い た め に 、 こ
め か み の 皮 膚 も 動 か な い 。 微 妙 に 振 動 す る 程 度 で あ る 。
【 ０ ０ ２ ４ 】
図 ５ は 本 発 明 の 実 施 形 態 例 に 係 る 側 頭 筋 セ ン サ の 第 １ の 例 を 示 す 断 面 図 で あ る 。 す な わ ち
、 図 ５ （ ａ ） に 示 す よ う に 、 ６ １ は 金 属 等 の 柔 軟 性 の 導 電 体 で 円 錐 筒 状 に 形 成 さ れ た セ ン
サ 本 体 で あ り 、 こ の セ ン サ 本 体 ６ １ の 開 口 部 に は 金 属 等 の 平 板 状 導 電 体 で 形 成 さ れ た 蓋 体
６ ２ が プ ラ ス チ ッ ク 等 の 絶 縁 体 ６ ３ を 介 在 し て 取 り 付 け ら れ る 。 前 記 セ ン サ 本 体 ６ １ の 内

10

20

30

40

50

(6) JP 2004-258761 A 2004.9.16



部 に は 金 属 等 の 導 電 体 で 形 成 さ れ た 球 状 の 可 動 体 ６ ４ が 移 動 自 在 に 挿 入 さ れ る 。 前 記 蓋 体
６ ２ に は 正 極 （ ＋ ） 側 の 電 極 が 設 け ら れ 、 前 記 セ ン サ 本 体 ６ １ に は 陰 極 （ － ） 電 極 が 設 け
ら れ る 。 前 記 可 動 体 ６ ４ が 蓋 体 ６ ２ に 接 触 し て い な い 状 態 で は 絶 縁 体 ６ ３ に よ り 、 セ ン サ
本 体 ６ １ と 蓋 体 ６ ２ は 電 気 的 に 非 導 通 （ オ フ 状 態 ） で あ る 。
【 ０ ０ ２ ５ 】
次 に 、 図 ５ （ ｂ ） に 示 す よ う に 、 前 記 セ ン サ 本 体 ６ １ の 外 面 を 人 体 頭 部 こ め か み 部 の 側 頭
筋 部 の 皮 膚 面 に 取 り 付 け る こ と に よ り 、 側 頭 筋 の 動 き で セ ン サ 本 体 ６ １ の 外 面 が 矢 印 Ａ 方
向 に 押 さ れ 、 球 状 の 可 動 体 ６ ４ が 蓋 体 ６ ２ に 当 接 す る 位 置 ま で 移 動 し 、 セ ン サ 本 体 ６ １ と
蓋 体 ６ ２ が 可 動 体 ６ ４ に よ り 電 気 的 に 導 通 （ オ ン 状 態 ） す る 。 し た が っ て 、 蓋 体 ６ ２ の 正
極 （ ＋ ） 側 電 極 と セ ン サ 本 体 ６ １ の 陰 極 （ － ） 電 極 に 電 流 を 流 す こ と が で き 、 側 頭 筋 の 動
作 を 検 知 す る ス イ ッ チ を 構 成 す る こ と が で き る 。
【 ０ ０ ２ ６ 】
図 ６ は 本 発 明 の 実 施 形 態 例 に 係 る 側 頭 筋 セ ン サ の 第 ２ の 例 を 示 す 断 面 図 で あ る 。 す な わ ち
、 略 Ｍ 字 状 の 第 １ の 部 材 ７ １ の 外 側 に は 略 Ｍ 字 状 の 第 ２ の 部 材 ７ ２ が 微 小 間 隔 を お い て 重
ね る よ う に し て 設 け ら れ る 。 前 記 第 １ の 部 材 ７ １ の 中 央 凹 部 外 面 に は 正 極 （ ＋ ） 電 極 が 設
け ら れ 、 前 記 第 ２ の 部 材 ７ ２ の 中 央 凹 部 内 面 に は 陰 極 （ － ） 電 極 が 設 け ら れ る 。 前 記 第 １
の 部 材 ７ １ 及 び 第 ２ の 部 材 ７ ２ を 人 体 頭 部 こ め か み 部 の 側 頭 筋 部 の 皮 膚 面 に 取 り 付 け る こ
と に よ り 、 側 頭 筋 の 動 き で 第 １ の 部 材 ７ １ 及 び 第 ２ の 部 材 ７ ２ が 矢 印 Ａ 方 向 に 押 さ れ 、 第
１ の 部 材 ７ １ の 正 極 （ ＋ ） 電 極 が 第 ２ の 部 材 ７ ２ の 陰 極 （ － ） 電 極 に 接 触 す る 位 置 ま で 移
動 し 、 第 １ の 部 材 ７ １ の 正 極 （ ＋ ） 電 極 と 第 ２ の 部 材 ７ ２ の 陰 極 （ － ） 電 極 が 電 気 的 に 導
通 （ オ ン 状 態 ） す る 。 し た が っ て 、 第 １ の 部 材 ７ １ の 正 極 （ ＋ ） 電 極 と 第 ２ の 部 材 ７ ２ の
陰 極 （ － ） 電 極 に 電 流 を 流 す こ と が で き 、 側 頭 筋 の 動 作 を 検 知 す る ス イ ッ チ を 構 成 す る こ
と が で き る 。
【 ０ ０ ２ ７ 】
図 ７ は 本 発 明 の 実 施 形 態 例 に 係 る 側 頭 筋 セ ン サ の 第 ３ の 例 を 示 す 断 面 図 で あ る 。 す な わ ち
、 一 面 の 一 部 が 開 口 し た 筐 体 ８ １ 内 に は シ リ コ ン 系 樹 脂 ま た は 硬 質 ゴ ム 等 の 柔 軟 性 材 料 よ
り な る パ ッ ケ ー ジ 内 に オ イ ル が 充 填 さ れ た 可 動 部 材 ８ ２ が 設 け ら れ る 。 前 記 可 動 部 材 ８ ２
と 接 触 す る 筐 体 ８ １ の 一 部 は 圧 電 素 子 ８ ３ で 形 成 さ れ て い る 。 前 記 可 動 部 材 ８ ２ の 外 面 を
人 体 頭 部 こ め か み 部 の 側 頭 筋 部 の 皮 膚 面 に 接 触 す る よ う に し て 取 り 付 け る こ と に よ り 、 側
頭 筋 の 動 き で 可 動 部 材 ８ ２ の 外 面 が 矢 印 Ａ 方 向 に 押 さ れ 、 可 動 部 材 ８ ２ が 圧 電 素 子 ８ ３ を
押 圧 す る こ と に よ り 電 圧 が 発 生 し 、 側 頭 筋 の 動 作 を 検 知 す る こ と が で き る 。
【 ０ ０ ２ ８ 】
図 ８ は 本 発 明 の 実 施 形 態 例 に 係 る 側 頭 筋 セ ン サ の 第 ４ の 例 を 示 す 断 面 図 で あ る 。 す な わ ち
、 一 面 が 開 口 し た 筐 体 ９ １ 内 に は シ リ コ ン 系 樹 脂 ま た は 硬 質 ゴ ム 等 の 柔 軟 性 材 料 よ り な る
パ ッ ケ ー ジ 内 に オ イ ル が 充 填 さ れ た 円 錐 状 の 可 動 部 材 ９ ２ が 設 け ら れ る 。 前 記 可 動 部 材 ９
２ の 尖 っ た 頂 上 部 と 接 触 す る 筐 体 ９ １ の 一 部 は 圧 電 素 子 ９ ３ で 形 成 さ れ て い る 。 前 記 可 動
部 材 ９ ２ の 底 面 を 人 体 頭 部 こ め か み 部 の 側 頭 筋 部 の 皮 膚 面 に 接 触 す る よ う に し て 取 り 付 け
る こ と に よ り 、 側 頭 筋 の 動 き で 可 動 部 材 ９ ２ の 底 面 が 矢 印 Ａ 方 向 に 押 さ れ 、 可 動 部 材 ９ ２
の 尖 っ た 頂 上 部 が 圧 電 素 子 ９ ３ を 押 圧 す る こ と に よ り 電 圧 が 発 生 し 、 側 頭 筋 の 動 作 を 検 知
す る こ と が で き る 。
【 ０ ０ ２ ９ 】
尚 、 側 頭 筋 セ ン サ と し て は 、 傾 斜 検 知 器 や 振 動 検 知 器 を 用 い て 皮 膚 の 振 動 や ゆ が み を 測 定
す る よ う に し て も よ い 。
【 ０ ０ ３ ０ 】
次 に 、 脳 波 検 知 計 に つ い て 説 明 す る 。
【 ０ ０ ３ １ 】
脳 波 を 測 定 す る に は 、 脳 の 活 動 電 位 を 微 弱 な 電 位 差 と し て 測 定 し 、 そ の 電 流 の 変 化 か ら 脳
の 状 態 や 精 神 の 状 態 を 判 断 す る こ と が で き る 。 １ ３ 人 の 被 検 者 の 脳 を 調 べ た 実 験 報 告 が あ
り 、 そ こ に は 、 θ 波 は 、 中 程 度 の 睡 眠 で 、 周 波 数 は ４ ～ ７ Ｈ ｚ 、 電 位 と し て は 、 ５ ０ ～ １
０ ０ μ Ｖ の 電 位 が 発 生 す る 傾 向 が あ る と 判 断 し て い る 。 ま た 、 β 波 は ２ ０ ～ ３ ０ Ｈ ｚ で ２
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０ μ Ｖ の 電 位 が 発 生 す る 頃 が 覚 醒 時 の 脳 波 で 、 興 奮 し て い る 時 の 脳 波 は 、 γ 波 で ３ ０ ～ ５
０ Ｈ ｚ の 周 波 数 で あ り 、 １ ０ ～ ２ ０ μ Ｖ の 電 位 が 発 生 し て い る こ と が 報 告 さ れ て い る 。
【 ０ ０ ３ ２ 】
図 ９ は 本 発 明 の 実 施 形 態 例 に 係 る 脳 波 検 知 計 を 示 す 説 明 図 で あ る 。 す な わ ち 、 人 体 頭 部 の
額 に ＋ 電 極 と － 電 極 を 有 し た 吸 着 マ ッ ト 面 を 取 り 付 け る 。 前 記 ＋ 電 極 と － 電 極 は 演 算 増 幅
器 等 の 脳 波 計 本 体 １ ０ １ に 取 り 付 け ら れ て い る 。 ま た 人 体 頭 部 の こ め か み 部 に ＋ 電 極 と －
電 極 を 有 し た 吸 着 マ ッ ト 面 を 取 り 付 け る 。 前 記 ＋ 電 極 と － 電 極 は 演 算 増 幅 器 等 の 脳 波 計 本
体 １ ０ ２ に 取 り 付 け ら れ て い る 。 そ れ ぞ れ の 脳 波 計 本 体 １ ０ １ ， １ ０ ２ で 脳 波 を 測 定 し 、
演 算 増 幅 器 を 用 い て 数 μ Ｖ の 低 周 波 数 を 検 知 し 、 増 幅 し て 信 号 と し て 出 力 す る 。
【 ０ ０ ３ ３ 】
通 常 脳 波 を 測 定 す る と 、 心 用 脳 波 は 、 Ｆ ｍ シ ー タ 波 （ ４ ～ ７ Ｈ ｚ ） 、 電 位 と し て は ５ ０ ～
１ ０ ０ μ Ｖ が 存 在 し 、 そ の 時 の 電 極 の 電 流 値 を 事 前 に 記 録 し て お く 。 緊 張 し た 場 合 や ス ト
レ ス が 溜 ま っ た 時 の 電 極 の 脳 波 は 、 １ ０ ～ ３ ０ Ｈ ｚ の β 波 で あ る 。 β 波 は ２ ０ ～ ３ ０ で ２
０ μ Ｖ の 電 位 、 興 奮 し て い る 時 の 脳 波 は 、 γ 波 で ３ ０ ～ ５ ０ Ｈ ｚ の 周 波 数 で あ り 、 １ ０ ～
２ ０ μ Ｖ の 電 位 が 発 生 し て い る 。 こ の 特 徴 を 前 記 脳 波 検 知 計 で 測 定 し た 電 位 と 比 較 し 、 β
波 が 出 や す い 時 の 通 電 値 を ス ト レ ス や 異 常 時 の 通 電 と し て 記 憶 さ せ る 。 基 本 的 に は １ ０ ～
２ ０ μ Ｖ の 電 位 が 発 生 し て い る 時 を 検 知 で き る 電 力 を 有 し て い れ ば 、 ど の よ う な 電 位 計 で
も よ く 、 脳 波 の 詳 細 な 波 形 を 管 理 す る の で は な く 、 常 時 ス ト レ ス を 感 じ た り 、 興 奮 状 態 の
場 合 の 低 電 位 １ ０ ～ ２ ０ μ Ｖ が 検 知 で き る 電 極 を 有 し て い れ ば よ い 。
【 ０ ０ ３ ４ 】
ま た 、 こ の 低 電 位 を 検 出 し た 場 合 に 、 次 の 装 置 が 動 作 す る た め の ス イ ッ チ と す る も の で あ
る 。 ス イ ッ チ の オ ン 、 オ フ に つ い て は 、 な る べ く 小 さ な 電 池 で 動 作 す る こ と が 望 ま し く 、
こ の 場 合 で は １ Ｖ 程 度 の ボ タ ン 電 池 で 動 く よ う に す る 。 特 に 、 額 や こ め か み 周 辺 の 皮 膚 は
、 緊 張 し た り 、 ス ト レ ス が 加 わ る こ と に よ り 、 汗 が 出 や す い 状 況 と な る 。 こ の た め 前 記 ＋
電 極 と － 電 極 の 通 電 量 は 通 常 の 場 合 よ り 変 化 し や す い も の と 推 定 さ れ る 。
【 ０ ０ ３ ５ 】
次 に 、 騒 音 検 知 器 に つ い て 説 明 す る 。
【 ０ ０ ３ ６ 】
大 き な 音 を 検 知 す る セ ン サ と し て 、 騒 音 検 知 器 を 、 額 の 周 辺 に 貼 り 付 け る 状 態 で 設 置 す る
。 騒 音 に つ い て は 、 通 常 の 生 活 騒 音 以 内 は 無 視 し 、 極 度 の 異 常 音 や 叫 び が 発 生 し た 場 合 に
反 応 す る も の と す る 。 通 常 の 生 活 騒 音 は 、 ４ ０ ～ ６ ５ ｄ Ｂ で あ る 。 地 下 鉄 内 の 騒 音 は 、 ７
０ ｄ Ｂ 以 上 で あ り 、 通 常 の 生 活 を す る 人 の 場 合 に ７ ０ ｄ Ｂ 以 上 の 音 が 発 生 し た 場 合 は 、 何
ら か の 事 故 や 悲 劇 が あ っ た も の と 判 断 す る 。 も し も 、 騒 音 の 多 い 場 所 に 自 ら 行 く 場 合 は 、
リ セ ッ ト ス イ ッ チ を 用 い て 、 騒 音 が 発 生 し て も キ ャ ン セ ル で き る よ う に す る 。
【 ０ ０ ３ ７ 】
次 に 、 体 温 ・ 湿 度 検 知 器 に つ い て 説 明 す る 。
【 ０ ０ ３ ８ 】
体 温 ・ 湿 度 検 知 器 は 、 人 体 の 通 常 の 体 温 範 囲 （ ３ ５ ～ ３ ６ ． ５ ℃ ） 以 外 の 低 温 や 高 温 に な
っ た 場 合 で 、 タ イ マ ー の 設 定 値 よ り 早 く 変 化 す る 場 合 を 異 常 と 判 断 す る 。 体 温 変 化 が 急 速
に 低 下 、 ま た は 、 高 温 に な る 場 合 を 異 常 と 判 断 す る 。
【 ０ ０ ３ ９ 】
ま た 、 ス ト レ ス が 溜 ま っ た り 、 過 労 が 続 い た 場 合 に は 、 皮 膚 表 面 に 汗 が 発 生 し や す い 。 汗
に は Ｎ ａ が 一 緒 に 体 内 か ら 発 生 す る た め 、 体 温 ・ 湿 度 検 知 器 で 、 汗 の 発 生 量 が 正 常 値 に 比
べ て 多 い 場 合 で 、 一 定 の タ イ マ ー の 条 件 以 外 の 場 合 に は 異 常 と 判 断 す る 。
【 ０ ０ ４ ０ 】
次 に 、 血 中 酸 素 濃 度 測 定 器 又 は 炭 酸 ガ ス 発 生 検 知 器 に つ い て 説 明 す る 。
【 ０ ０ ４ １ 】
血 中 酸 素 濃 度 測 定 器 又 は 炭 酸 ガ ス 発 生 検 知 器 に て 、 血 管 中 の 酸 素 濃 度 量 の 判 定 値 か ら 大 き
く ず れ る も の や 、 血 管 中 の 乳 酸 が 溜 ま り 、 酸 素 と 分 解 し て 正 常 な 動 き が さ れ ず 、 疲 労 や ス
ト レ ス が 体 内 に 蓄 積 さ れ た 場 合 に は 、 皮 膚 表 面 か ら 炭 酸 ガ ス の 発 生 が 多 く な る 。 こ の た め

10

20

30

40

50

(8) JP 2004-258761 A 2004.9.16



、 炭 酸 ガ ス 発 生 検 知 器 を 使 っ て 、 皮 膚 表 面 に 異 常 に 炭 酸 ガ ス 発 生 量 が 多 い 場 合 に 異 常 と 判
断 す る 。
【 ０ ０ ４ ２ 】
図 １ ０ は 本 発 明 の 実 施 形 態 例 に 係 る 人 体 異 常 検 知 通 信 端 末 の 人 体 頭 部 へ の 装 着 例 を 示 す 説
明 図 で あ る 。 す な わ ち 、 伸 縮 可 能 な バ ン ド 本 体 １ １ １ が 人 体 の 頭 部 １ １ ２ に 装 着 さ れ る 。
前 記 バ ン ド 本 体 １ １ １ の 内 面 に は 人 体 異 常 検 知 通 信 端 末 を 構 成 す る 各 セ ン サ 等 が 取 り 付 け
ら れ て い る 。 側 頭 筋 セ ン サ １ １ は 人 体 頭 部 の こ め か み 部 の 側 頭 筋 に 対 応 し た 皮 膚 部 分 に 直
接 接 触 で き る よ に し て バ ン ド 本 体 １ １ １ の 内 面 に 取 り 付 け ら れ る 。 脳 波 検 知 計 １ ２ は 人 体
頭 部 の 額 及 び こ め か み 部 に 対 応 し た 皮 膚 部 分 に 電 極 が 直 接 接 触 で き る よ に し て バ ン ド 本 体
１ １ １ の 内 面 に 取 り 付 け ら れ る 。 体 温 ・ 湿 度 検 知 器 １ ３ は 人 体 頭 部 の 額 に 対 応 し た 皮 膚 部
分 に 直 接 接 触 で き る よ に し て バ ン ド 本 体 １ １ １ の 内 面 に 取 り 付 け ら れ る 。 騒 音 検 知 器 １ ４
は 人 体 頭 部 の 額 に 対 応 し た 皮 膚 部 分 に 直 接 接 触 で き る よ に し て バ ン ド 本 体 １ １ １ の 内 面 に
取 り 付 け ら れ る 。 血 中 酸 素 濃 度 測 定 器 又 は 炭 酸 ガ ス 発 生 検 知 器 １ ６ の う ち 血 中 酸 素 濃 度 測
定 器 は 人 体 頭 部 の 耳 た ぶ の 部 分 に 直 接 接 触 で き る よ に し て バ ン ド 本 体 １ １ １ の 内 面 に 取 り
付 け ら れ 、 炭 酸 ガ ス 発 生 検 知 器 は 人 体 頭 部 の 額 等 の 皮 膚 部 分 に 直 接 接 触 で き る よ に し て バ
ン ド 本 体 １ １ １ の 内 面 に 取 り 付 け ら れ る 。 タ イ マ ー １ ５ 、 演 算 処 理 回 路 １ ７ 、 電 池 １ ８ 、
信 号 発 生 器 ２ ０ 、 お よ び 手 動 ス イ ッ チ ２ １ 等 は バ ン ド 本 体 １ １ １ の 空 い て い る 部 分 に 取 り
付 け ら れ る 。
【 ０ ０ ４ ３ 】
尚 、 前 記 実 施 形 態 例 で は 人 体 異 常 検 知 通 信 端 末 の 人 体 頭 部 へ の 装 着 例 と し て バ ン ド を 用 い
る 場 合 に つ い て 説 明 し た が 、 そ の 外 、 帽 子 や ヘ ル メ ッ ト 等 に 人 体 異 常 検 知 通 信 端 末 を 取 り
付 け て 人 体 頭 部 へ 装 着 す る よ う に し て も よ い 。
【 ０ ０ ４ ４ 】
以 上 の よ う に 、 人 間 の 前 頭 葉 か ら 発 信 さ れ る 脳 波 信 号 や 人 体 の 危 険 や 疲 労 ・ 異 常 状 況 を 自
動 的 に 判 断 す る セ ン サ ー を 頭 部 に 装 着 す る こ と を 特 徴 と し 、 本 人 の 音 声 に 関 係 な く 、 近 く
の 携 帯 電 話 や 一 般 の 電 話 機 を 介 し て 非 常 連 絡 お よ び 人 命 救 助 用 自 動 発 信 ス イ ッ チ と し て 使
用 す る た め の 人 体 異 常 検 知 通 信 シ ス テ ム で あ る 。 ま た 、 異 常 時 に は 、 端 末 か ら 複 数 の 無 線
方 式 に よ る 信 号 を 同 時 に 送 信 し 、 携 帯 電 話 や 電 話 機 や 、 携 帯 基 地 局 な ど に 組 み 入 れ た 受 信
装 置 に よ り 送 信 し た 信 号 の い ず れ か １ つ を 受 信 し た 時 に 、 緊 急 電 話 通 信 を 自 動 的 に 指 定 さ
れ た 場 所 に 送 る た め の 、 人 体 異 常 検 知 通 信 端 末 で あ る 。
【 ０ ０ ４ ５ 】
ま た 、 端 末 に は 、 意 識 が あ っ て も 動 け な い 場 合 や 、 声 が 出 せ な い 場 合 、 声 が 出 せ て も 言 葉
に な ら な い 場 合 、 悲 鳴 や 泣 き 声 の よ う に 音 が 高 い 場 合 に 、 自 ず か ら 携 帯 電 話 に 掛 け な く て
も 、 意 図 的 に 発 信 で き る 手 動 ス イ ッ チ を 備 え 、 携 帯 電 話 な ど の 受 信 装 置 が 信 号 を 受 け て 、
自 動 的 に 指 定 さ れ た 場 所 に 信 号 を 送 る こ と に あ る 。 本 端 末 の 異 常 検 出 部 は 、 人 体 の 頭 部 に
装 着 す る こ と が で き る 構 成 で あ り 、 発 信 部 に つ い て は 、 め が ね の フ レ ー ム や ピ ア ス の 一 部
に 発 信 装 置 を 組 み 入 れ る こ と も 、 可 能 な 技 術 で あ る 。
【 ０ ０ ４ ６ 】
送 信 回 路 も Ｌ Ｓ Ｉ チ ッ プ 化 す る こ と に よ り 、 携 帯 電 話 は 数 十 ｍ 離 れ た 場 所 に あ る 携 帯 基 地
局 ま で 自 動 送 信 が で き る 。 こ れ だ け 携 帯 や Ｐ Ｈ Ｓ が 拡 張 さ れ て い る の で 、 基 地 局 に 緊 急 時
の 通 知 機 能 を 導 入 し て あ れ ば 、 人 が 倒 れ た 場 合 や 、 人 が 誘 拐 さ れ て 危 険 な 場 合 に は 、 １ １
０ 番 自 動 通 信 す る こ と が で き る 。 世 の 中 の 治 安 が 悪 く な り 、 一 人 一 人 の 人 権 を 保 護 す る 上
で も 、 聾 唖 者 や 身 体 障 害 者 な ど の 救 助 を 速 や か に 行 な う 場 合 に 効 果 的 で あ る 。
【 ０ ０ ４ ７ 】
例 え ば 、
▲ １ ▼ 　 孤 立 化 し た 身 体 障 害 者 や 聾 唖 者 の 身 体 不 調 や 異 常 時 発 生 時 の 緊 急 自 動 発 信 連 絡 。
【 ０ ０ ４ ８ 】
▲ ２ ▼ 　 言 葉 が 話 せ な い 幼 児 や 身 体 障 害 者 ・ 聾 唖 者 が 一 人 で い る 場 合 に 誘 拐 、 事 件 や 事 故
な ど に 巻 き 込 ま れ た 時 の 緊 急 自 動 発 信 連 絡 。
【 ０ ０ ４ ９ 】
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▲ ３ ▼ 　 高 齢 者 や 寝 た き り の 病 人 が 、 人 体 異 常 状 態 を 家 族 や 看 護 す る 人 ま た は 、 病 院 や 福
祉 介 護 に 緊 急 連 絡 す る 。
【 ０ ０ ５ ０ 】
な ど の 場 合 に 、 本 人 が 話 せ な い 状 態 で 、 信 頼 す る 人 に 緊 急 事 態 を 伝 え た い と 思 う 事 を 自 動
的 に 検 知 し 、 代 行 す る 緊 急 通 報 に 関 す る 人 体 異 常 情 報 送 信 端 末 と 、 受 信 手 段 に 関 す る 福 祉
補 助 器 具 を 目 的 と し た 通 信 端 末 を 実 現 す る も の で あ る 。
【 ０ ０ ５ １ 】
【 発 明 の 効 果 】
以 上 述 べ た よ う に 本 発 明 に よ れ ば 、 電 源 の 消 耗 を 少 な く し て 携 帯 に 好 適 し 、 言 葉 や 動 作 で
、 人 体 の 異 常 を 言 わ な く て も 、 体 の 異 常 信 号 を 自 動 的 に 検 知 し 、 複 数 の 無 線 方 式 に よ り 信
号 を 自 動 発 信 し 、 携 帯 電 話 等 を 媒 体 と し て 自 動 的 に 緊 急 通 信 ・ 連 絡 を す る 人 体 異 常 検 知 通
信 方 法 及 び 人 体 異 常 検 知 通 信 端 末 並 び に 側 頭 筋 動 作 検 出 器 を 提 供 す る こ と が で き る 。
【 図 面 の 簡 単 な 説 明 】
【 図 １ 】 本 発 明 の 実 施 形 態 例 を 示 す 構 成 説 明 図 で あ る 。
【 図 ２ 】 人 体 の 頭 部 側 頭 筋 と 下 顎 関 節 を 示 す 説 明 図 で あ り 、 （ ａ ） は 人 体 の 頭 部 全 体 を 示
し 、 （ ｂ ） は 顎 関 節 部 を 拡 大 し て 示 す 。
【 図 ３ 】 人 体 の 頭 部 側 頭 筋 と 耳 と の 位 置 関 係 を 示 す 断 面 図 で あ る 。
【 図 ４ 】 人 体 の 頭 部 側 頭 筋 と 奥 歯 の 力 の 加 わ り 方 と 筋 肉 の 動 き を 示 す 説 明 図 で あ る 。
【 図 ５ 】 本 発 明 の 実 施 形 態 例 に 係 る 側 頭 筋 セ ン サ の 第 １ の 例 を 示 す 断 面 図 で あ る 。
【 図 ６ 】 本 発 明 の 実 施 形 態 例 に 係 る 側 頭 筋 セ ン サ の 第 ２ の 例 を 示 す 断 面 図 で あ る 。
【 図 ７ 】 本 発 明 の 実 施 形 態 例 に 係 る 側 頭 筋 セ ン サ の 第 ３ の 例 を 示 す 断 面 図 で あ る 。
【 図 ８ 】 本 発 明 の 実 施 形 態 例 に 係 る 側 頭 筋 セ ン サ の 第 ４ の 例 を 示 す 断 面 図 で あ る 。
【 図 ９ 】 本 発 明 の 実 施 形 態 例 に 係 る 脳 波 検 知 計 を 示 す 説 明 図 で あ る 。
【 図 １ ０ 】 本 発 明 の 実 施 形 態 例 に 係 る 人 体 異 常 検 知 通 信 端 末 の 人 体 頭 部 へ の 装 着 例 を 示 す
説 明 図 で あ る 。
【 図 １ １ 】 従 来 の 特 許 文 献 １ に 係 る 人 体 異 常 検 知 通 信 端 末 を 示 す 構 成 説 明 図 で あ る 。
【 符 号 の 説 明 】
１ １ 　 側 頭 筋 セ ン サ （ 人 体 頭 部 表 面 異 常 検 知 部 ）
１ ２ 　 脳 波 検 知 計
１ ３ 　 体 温 ・ 湿 度 検 知 器
１ ４ 　 騒 音 検 知 器
１ ５ 　 タ イ マ ー
１ ６ 　 炭 酸 ガ ス 発 生 検 知 器
１ ７ 　 演 算 処 理 回 路
１ ８ 　 電 源 用 電 池
２ ０ 　 信 号 発 生 器
２ １ 　 手 動 ス イ ッ チ
２ ２ 　 電 話 装 置
２ ３ 　 連 絡 先 電 話 装 置
２ ４ 　 １ １ ９ 番 通 報 や 緊 急 通 報 シ ス テ ム （ セ キ ュ リ テ ィ ー 回 路 ） 電 話 装 置
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【 図 １ 】 【 図 ２ 】

【 図 ３ 】

【 図 ４ 】

【 図 ５ 】

【 図 ６ 】
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【 図 ７ 】

【 図 ８ 】

【 図 ９ 】

【 図 １ ０ 】

【 図 １ １ 】
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摘要(译)

本发明的目的是减少功耗，并且适合于携带，自动检测身体的异常信
号，通过多个无线系统自动发送信号以及自动使用移动电话作为介质。 
提供一种用于进行紧急通信/接触的人体异常检测通信方法。 根据本发
明，在检测到人体的颞肌的运动之后，是否检测到人体的脑电波的异
常，检测到人体的体温和湿度的异常，或异常的声音。 可以检测以下至
少一项，然后在血氧浓度或二氧化碳气体产生量等于或高于预定值时，
测量人体中的血氧浓度或二氧化碳气体产生量并发送无线信号。 表征。 
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